








要約

統合保育のあり方に関するマニュアルを作成するにあたり、以下の検討を初年度行った。

(1)統合保育の対象となる障害の種類  (2)「保育に欠ける」という条件に関する考え方(3)

いわゆる「加配制度」に関する考え方  (4)障害児を受け入れるための医療・保健上の対

応に関する配慮すべき点  (5)保母養成校におけるカリキュラムならびに保母研修に関す

る提言  (6)その他の諸点ならびにマニュアル利用対象施設の整理等の検討である。 これ

らをふまえた上で、次年度には「保育に欠ける」  「入所規準」  「加配制度の運用」等

について地域調査を実施する。


